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Exploration of Novel Tetrahedral-Cluster Compounds with Molecular-
Orbital-Derived Electronic States
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str4個の金属原子からなる正四面体型のM4クラスターは、Td対称性をもち、高
い対称性と空間反転対称性の破れを併せもつ構造モチーフである。d電子をも
つ遷移金属原子がこのような正四面体M4クラスターを形成すると、高い対称

性に由来する分子軌道の縮退や空間反転対称性の破れの影響により、多彩
で特異な電子物性の発現が期待される。本講演では、我々の研究グループで
最近取り組んでいる正四面体クラスター化合物（ReSTe [1]、NbSeI [2]、
Re4As6S3、K10Mn4Sn4S17）のうちいくつかの物質に関する研究成果を紹介し、

正四面体クラスターがもたらす電子自由度と電子物性の関係について議論す
る。
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